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タンパク質間相互作用の責任部位を同定し，相互作用の阻害剤をスクリーニングする方法表 題

阻害剤スクリーニングキット，阻害剤アッセイキット適用製品

生体内で起こる重要なタンパク質間相互作用について，相互作用の責任部位を同定

し，阻害剤をスクリーニングする技術を提供する。

目 的

本発明のスクリーニング方法は，以下のとおりである。タンパク質配列を細分化して，全

てを融合タンパクとして作製し相互作用する相手方タンパク質との結合（相互作用）を定

量化する。細分化したどの領域がどれだけ相互作用に寄与しているかを明らかにでき

る。相互作用の責任部位を絞り込み，責任部位同士の相互作用を定量化することによ

り，相互作用の阻害剤のスクリーニングに応用できる。

この技術は，取り扱いの難しい膜タンパクの解析にも応用可能であり，この技術によりＣ

型肝炎ウイルス非構造タンパク質であるＮＳ３とＮＳ４Ｂ（ＮＳ４Ｂは膜タンパク）との相互作

用の責任部位が明らかになり，相互作用の阻害剤のスクリーニングが可能になった。こ

の技術は抗ＨＣＶ薬開発の新しい手段となる。
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